
市内小・中学生を対象に浜田市エキスパート指導

者清水雅治氏の野球教室が行われました。学生か

らの質問では、技術的なことから2023WBC準決勝

時の清水さんが一塁ランナーに耳打ちしたことも

出て、よく見てるなと感心しました。私も中学生

のとき、甲子園での清水さんを見て高校を決めた

ことを思い出しました。40年前に戻った今、もう

一度マスクを被り、この春シニアクラスの野球県

大会に出場する決意をしました。 (村木勝也）

はまだ議会だよりmini

みなさんの暮らしとつながっています。 34
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石州半紙は「和紙：日本の手漉和紙技術」と

して2014年にユネスコ無形文化遺産に登録さ

れ10年の節目の年となりました。その記念事

業式典が京都の二条城で開催され出席しまし

た。式典では紙す

き実演なども行わ

れました。市議会

としても引き続き

応援してまいりま

す。

浜田市議会は S D G s を推進しています。

議長
日誌

12/1 ユネスコ無形文化遺産登録
10周年記念事業

“一年の計は元旦にあり”

新年のごあいさつ
あけましておめでとうございます。

皆さま、健やかに新春をお迎えのことと思います。

昨年も議会広報広聴委員会において、より多くの

方に読んでいただけるようはまだ議会だより、は

まだ議会だよりminiの編集に委員全員で取組んで

きました。「議会だよりを楽しみにしています」

という嬉しい声もあり、とても励みになります。

ありがとうございます。

昨年10月に開催した第４回はまだ市民一日議会で

は、11人の方から貴重なご意見を伺うことができ

ました。そして「地域井戸端会」を26のまちづく

11月８日と13日に、都市建設部および各支所産業

建設課の案内で市内の未対応危険箇所を視察し、

市内各所には対応必要箇所が多数存在することや、

市民生活に欠かせないインフラ（道路など）の安

全が早急に確保されることが必要であるとの認識

に至りました。委員会の総意として、12月定例会

議の委員会代表質問で危険性の確認や今後の対応

を質疑しました。危険箇

所には落石対策が必要な

箇所、側溝の不備、消え

たライン、走行の支障と

なる樹木などがありまし

た。写真は、街路樹の根の張り出しで凸凹ができ

歩道障害となっています。(産業建設委員会)

市内の危険箇所を視察

りセンター、子育て

世代包括支援センタ

ー（すくすく）、二

反田集会所の合計28

会場で開催し、幅広

い市民の方からお声を聞き、議会活動に生かす取

組を進めました。少しずつ市民の方と議会の距離

が近づいているのではないかと感じています。本

年も市民の方が分かりやすく、広い視点を持った

広報広聴活動を進めていきますので、どうぞよろ

しくお願いいたします。(議会広報広聴委員会)


